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布と果実生産の年変動」が研究された。ここではトチノキの繁殖開始齢は 40～60 年以上で、1 花序
中に雄花と両性花が混生し、1 花比率は 1.4～18.4%であること、樹冠上部の太い枝の大きい花序に両
性花が多く着生することなどを明らかにした。またトチノキでは、当年枝または大枝単位で開花の有
無が調節されている可能性を論じた。 
第３章では、「受粉、果実の発育過程と未熟落果に関する形態学的研究」と題して、①「花粉粒の発
達と形態および花粉の発芽機構」、②「受粉様式と受粉時期および人工（強制）受粉による結実と果実
の発育」、③「花序軸切除が幼果実の落下に及ぼす影響」、および④「果実の発育経過と未熟落果の原
因」などの結果をまとめている。ここでは、トチノキの生殖機構の解明を目的として、花粉の形成、
花粉粒の発達と形態、花粉の発芽機構などについての詳細な解剖学的観察研究を行った。また人工受
粉実験により、受粉のプロセスや果実の成長経過を明らかにするとともに、花序軸の摘芯処理が幼果
実の成長や結果率を増加させることを認めた。さらに果実の未熟落下の原因として「虫害」、「胚珠の
発育不全」、「種子内組織の崩壊」、「胚珠の発育不全」の４タイプを見出し、特に「胚珠の発育不全」
タイプは受粉・受精の不全が、「種子内組織の崩壊」タイプは資源制限による発育中断が主要因である
ことを認めた。 
さらに第４章では、「結実特性および果実と種子の形成、果実、種子生産に関する研究」と題し、①
「結実特性および果実・種子の形質、品質の母樹間差異」、②「結実特性と種子の品質」、③「果実の
発達におよぼす植物成長調節物質処理の影響」、および④「結実周期および結果量および種子品質の年
変動」についてまとめた。ここでは、結実の母樹間差異や良品質種子の生産母樹選抜の可能性を検討
 するとともに、果実の発達促進や未熟落果防止のための植物成長調節物質の処理効果が明らかにされ
ている。さらに結実の豊凶についての長期観測結果から、豊凶の年変動要因は「受粉効率仮説」が合
致していることを述べ、①好適な気象条件、②種子生産のための充分な投資資源、の２点が豊作に関
与することを結論している。 
以上のように本研究は、トチノキの種子生産機構のうち特に初期のプロセスに焦点を当て、花芽形
成から花器の形成、受粉、受精、および結実までの過程を詳細に明らかにしたものである。本研究で
は、植物としてのトチノキの生殖成長機構が初めて解明されたばかりでなく、トチノキを良質の果実
（樹実）や花蜜の生産が可能な果樹に類する特用樹ととらえたとき、その栽培管理に直接応用するこ
とが可能な、多くの技術的成果が得られている。したがってこの研究の意義は大きく、社会への貢献
度もきわめて高い。 
 このことから、申請者の論文は博士（農学）の学位論文として十分な価値を有するものであると審
査員一同判定した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
